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Jヒ京時間3月 11日 13時46分、東日本で大きな地震が起こった。

東方学院の先生方は迅速に対応し、当日15時前後には、

すでに広東外大大震災対策本部を設置し、一刻も

早く一人でも多くの在日留学生の安否を確

認するよう全力を尽くしていた。

対策本 
‐

部長を担当し

t党委員会書記の

散湘暉先生をはじめ、

東方学院院長の陳多友先生、 '

補導員の沈永英先生、学生の

ことに最も詳 しいクラス委員

=ど
が協力し合つていた。その

時、日本は地震の影響で通信

システムがほとんど壊れたの

て一時的に連絡がなかなかとれなかつ

た1対策本部のメンバーは打てる手

をすべて打つてみた。電話が全然通 じな

しヽ状態なので、インターネットで連絡を

とろうとしながら、日本に戻つた元広東

4大の日本人教師や日本人の友達などに

t頼んで、留学生たちの安否を確認 して

もらつた。そして、留学生の安否確認を

第一に置いた先生方は自分のことを顧み

る余裕はなかつた。対策本部長の敷湘暉

発生はいつでも最新情報を得るために一

晩中携帯を持つていた上、家に帰つても、

電話のそばから一歩も離れなかつたそう

だ=4年生補導員の費俊慧先生は翌日大学

院博士課程の入学試験があるにもかかわら

ず、その時は留学生のことだけに集中

していて、最後の一人の安否を確認する

までずつと事務室にい続けた。三談先生

も一晩中国際交流会を通して一生懸命留

学生の安否を確認していたそうだ。

ス・唐冬潮 顧嘉欣  写真・哀智聴

使わせていただいた写真/www chinanews com、 www b」

から夜12時ま

で、対策本部のメ

ンバーはそれぞれ気を

|‐

驚響F 抜かず、連絡に忙しかった。

夜9時になると、ほとんどの

留学生の安否が確認できた。

確認後すぐ留学生の家族にも

知らせて、安心してもらうこ

とができた。「その日、対策

本部のみんなは本当にずっと緊張

した雰囲気に囲まれていた。もし、

その時まだ連絡が取れない学生がいた

私たちは徹夜する準備までしていた」

と敷湘暉先生は語つた。そのたゆまず努力

し続ける精神を見て神様さえ感動 したのか

もしれない。夜11時 15分に電話がかかつて

きた。対策本部のメンバーが電話に出ると、

笑顔になつた。

それは梁宇喪さんのお父さんからの電話

だつたからだ。最後の一人も無事だという

ことがわかつた。いろいろな困難を乗り越

えて、合計31人の留学生の安否を全員確認

した後、みんなはやつと気を緩めることが

できた。

「今度のことに速やかに対応できたのは、

お互いに協力し合つて積極的に解決法を考

え出したみんなのおかげです。みんなの協

力し合う力こそが一番重要な役割を果たし

たと思います」と部長の敷湘暉先生|ま 感懇

を問われてこう答えた。
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点多ヒ大学 (宦裁県)数分間も続いたので、

大学院生 江偉岬さ

'不

安でラジオをつけて
Vみ

て、初めて今回の地

地震に襲われた時、

私はルームメー トと冗

談交じりにたわいもな

い話をしていた。突然

すごい揺れを感じた。

感 雇冤透ぞ,1ミ1貧墨:3夕 l

』場タ 
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じと[キ、日に入つ
てきた光景に感動してしまつ

た。向こうにある幼稚園で、先生方が

幼児一人一人を背負つて、安全な場所

に運んでいる。そして、三歳にもなら

ない幼児なのに、冷静に秩序を守つた

りお互しヽに助け合つたりしていた。そ

の瞬間、人間の連帯感や温かさが本当

に強く心に刻み込まれた。

地震直後、私は京都へ行つた。ところどころ

で募金が行われ、人々は長い列を作つてお金や

物資を寄付している。そのような様子を見ながら、

日本にはこの災害を乗り越えることを可能にす

る「人間の連帯」が存在していると思つた。
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地震が起こつた

とき、私は一人で

家でご飯を作つて

いた。強烈な揺れ

を感じた。突然電

気やガスも止

まつたし、携

帯も通 じなく

嵐訪国際大学 (千 ま暴)

留学生 周雪さん

なつた。人生で初めてあんなに

強い地震を感じたので、本当に

怖くて、びくびくしながらクラ

スメー トの家に行つた。

苦しいときの友こそ真の友だ。

その時、次々と届いた心配のメッ

セージを見て、思わず涙を流した。

私のことを心にかけ、応援してく

れて、本当にありがとう。

余震の後、土地の人が教えてく

れたおかげで、避難所に着いた。

優しいサービスやタイムリーな情

報など、素晴らしいと思つた。

自然災害に対する経験が豊富なた

めか、私は怖がつていたのに対して、日本

人はすごく冷静で、パニ ックに陥る人は

‐ 誰もいない。これは教育の結果で、私たち

地震が起こつた時、私はちょうど文章を書こうとしていたところだつた。普段

より揺れの続く時間が長かつたので、ちょつと心配になリテレビをつけた。すべ

てのチヤンネルは緊急番組になつており、今回の地震の大変さが分かつてきた。

でも札幌には大きな影響は及ばなかつたので、いまも人々の生活はいつも通り続いているc

テレビを見ていた時、メディアはどんな厳しい状況に対しても落ち着いているという気がした.冷静に、

客観的にニュースを放送し、余計な説明などは一切使わないで、事実を簡潔に伝える。民衆も政府の指示

を信じて、自分のできるだけのことを尽くす。みんなが精一杯に眼前の苦難を乗り越えるように努力して

いて、支援も復旧も冷静かつ迅速に進んでいる。もし中国でこのようなひどい災害に遭つたら、私たちは

どんな姿勢で対応できるだろうか。最近私はずつとこのことを考えている。
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